益田市版
『個別の教育支援計画』『個別の指導計画』（小・中学校期）
運用上の留意事項
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○　様式の選定について


児童生徒の状態�
個別の教育支援計画�
個別の指導計画�
�
通常の学級在籍者�
A�
a�
�
特別支援学級在籍者のうち、小・中学校学習指導要領に準ずる教育課程を編成している者�
�
b�
�
特別支援学級在籍者のうち、特別支援学校小・中学部学習指導要領の「知的障害者である児童・生徒に対する教育を行う特別支援学校」を参考にして教育課程を編成している者�
B�
c�
�



〇　情報管理について


各学校の情報管理規定に従う。


資料として進学先や外部機関へ提出する場合には、必ず


保護者の了承を得る。


卒業等により、引継ぎ終了後必要なくなったデータは削


除する。


保護者自署のあるものを学校に保管し、複製したものを


保護者に渡す。





〇　作成と活用のサイクルについて（次ページ「作成と活用のサイクル」参照）


時期については、およその目安とする。


年度または学期途中から新たに計画を作成する場合も、実態


把握・情報収集の後、学級担任を中心に計画を作成して支


援をスタートする。その場合、指導・支援の評価の時期に


ついては状況に応じるものとする。





作成と活用のサイクル





時期�
個別の教育支援計画�
個別の指導計画�
保護者との連携�
�
4月�
・前年度より継続の場合：


→　引継ぎを受ける


・新しく作成の場合：


→　実態把握・情報収集�
・必要に応じて、保護者や本


人の願い等の情報を得る。


�
�
5月初旬


�
・前年度より継続の場合：


→　内容の追加・修正


・新しく作成の場合：


→　学級担任を中心に作成








�
・計画を共通理解の後、配付�
�
6月�
　　　


　　　


　　　　　※　必要に応じて、内容を追加・修正�
指導・支援�
�
�
7月


（期末面談等に合わせて）�
�
評価�
・指導・支援の経過及び評　価を伝える。


・次学期に向けた保護者や本人の願い等の情報を得る。�
�
8月


（２学期に間に合うように）�
�
2学期分を作成�
・計画を共通理解の後、配付�
�
9月�
�
指導・支援�
�
�
10月�
�
�
�
�
11月�
�
�
�
�
12月


（期末面談等に合わせて）�
�
評価�
・指導・支援の経過及び評　価を伝える。


・次学期に向けた保護者や本人の願い等の情報を得る。�
�
1月


（３学期に間に合うように）�
�
３学期分を作成�
・計画を共通理解の後、配付�
�
2月�
�
指導・支援�
�
�
3月


（学年末面談等に合わせて）�
�
評価�
・指導・支援の経過及び評　価を伝える。


・次年度に向けた保護者や本人の願い等の情報を得る。�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年4月改訂）





以後、個別の指導計画１学期分を使って指導・支援をスタート
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